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知事特命 企業等の農業参入支援プロジェクトチーム     

 

今年度企業１１社が熊本県に農業参入！！ 
★ 耕作放棄地が約１７ｈａ解消、新規雇用も１００人を突破！！ ★ 

 

県では、新たな担い手確保及び地域活性化を図るため、昨年５月に知事特命

プロジェクトチームを設置し、企業等の農業参入を積極的に支援してきました

が、この度、この１年間の参入実績、効果などを次のとおりとりまとめました

ので、お知らせします。 

  

１ 参入企業数 

１１社 

   

２ 企業参入の効果 

(1) 耕作放棄地の解消面積：１６．６ｈａ（４社分） 

(2) 新規雇用者数：1１１人（常用雇用４１人、常用雇用以外７０人） 

 

３ 特  徴 

(1) 飲食・食品関連業及び建設業が多い。 

(2) 地域別では、阿蘇地域が 3 社と最も多く、次いで上益城地域が 

2 社。 

(3) 参入形態は農業生産法人が最も多い（７社）。 

(4) 県外企業も 3 社参入（横浜市、福岡市、久留米市）。 

 

  ４ （株）九電工の「日本の宝島・天草」オリーブ植樹祭について  

   (1) 日時：平成２２年４月４日（日）午前１１時～正午  

   (2) 場所：九電工オリーブ園（旧ワイナリー予定地、天草市五和町） 

   (3) 主な出席者：橋田社長、天草市長、知事ほか 

  

 

＜今年度の関係データ＞ 

１ 参入実績 

（１）今年度参入済み企業数：１１社（平成２２年３月末現在）  

（２）（１）の内訳 

① 業種別   ：飲食・食品関連業４、建設業２、その他５ 

  ② 県内・県外別：県内８、県外３ 

  ③ 参入形態別 ：農業生産法人７、特定法人２、作業受託１、その他１  

   



④ 参入地域別 ：阿蘇３、上益城２、 

熊本・宇城・鹿本・菊池・芦北・球磨・天草は各々１

（1 社が２地域に参入しているため計１２） 

（３）参入面積（１１社計）：１００．８ｈａ（うち６１ｈａは作業受託） 

 

２ 相談対応企業等数：７１法人 

   内訳：本庁４８、出先機関２３ 

（平成２１年４月１日～平成２２年３月２５日） 

 

３ 説明会等参加企業等の数：延べ約２８０法人 

・ 県主催の平成２１年６月説明会、平成２２年３月セミナーに、いずれも

各々約１４０法人が参加。 

 

＜今後の取組み（平成２２年度当初予算：約 3,８５０万円）＞ 

 １ 企業等農業参入支援事業 

（１） 相談窓口設置等事業 

・ 相談窓口の運営、企業訪問、アフターフォローなど  

（２） 情報発信・普及事業 

・ 各種説明会や研修会の開催、県外の展示会への出展など 

（３） 企業等農業参入支援補助金（県単独補助） 

・ 初期投資への経費に対する助成など 

 ２ 企業参入促進支援農地情報図整備事業   

  ・ 現在整備中の農地情報図に、農地所有者の貸借意向など企業等の農業

参入に役立つ情報を付加するなど整備を行う。 

 

 ◇ 「企業等の農業参入支援プロジェクトチーム」とは ◇ 

  ・ 平成２１年５月、知事特命プロジェクトを行うために設置。 

・ 農林水産部の次長をチームリーダーとし、農林水産部、商工観光 

労働部及び土木部の関係各課の所属長で構成。 

・ 当プロジェクトの取組期間は平成２１～２３年度の３年間、参 

入件数（企業等数）３０法人を目標としている。 

記者レクのお知らせ 

詳細については、本日（３月２５日）午後１時３０分から、記者会見室（県 

庁本館４Ｆ）において福島プロジェクトチームリーダー（県農林水産部・次

長）が記者レクを行います。 

＜お問い合わせ先＞   

ＰＴ事務局（農村・担い手支援課） 

    國徳（くにとく）、福島（ふくしま） 

    内５４３９ 

    ＴＥＬ：０９６－３３３－２３７７ 

 


